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国立高度専門医療研究センター医療研究連携推進本部の活動方針

Japan Health Research Promotion Bureau (JH)

NCが世界最高水準の研究開発･医療を目指して新たなイノベーションを創出す
るために、6NCの資源･情報を集約し､それぞれの専門性を生かしつつ有機的･

機能的連携を行う。そのことによって、わが国全体の臨床研究力の向上に資す
ることを目的とする。
（「国立高度専門医療研究センターの今後の在り方検討会報告書」より）

医療研究連携推進本部（JH）のミッション

全体的方針

上記ミッションを達成するため、
以下のことを実現する。

① 新たなニーズに対応した研究
開発機能を支援･強化

② 6NC連携で効果的な研究開

発が期待される領域の取組
を支援・強化

③ 6NC全体として研究成果の実
臨床への展開を支援・強化

6NC理事長会議

報告 議論の反映

デ
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JH

意見集約 取組の実施

6NC研究者

運営体制

・厚労省
・関係省庁
・関係団体
・その他の
情報収集

ニーズ等を意見交換、
情報収集
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取り組む事業 具体的な取り組み

①データ集積のため
の基盤強化・拠点化

・電子カルテからの疾患情報の取得によるレジストリ構築をサポートする情報基盤の構築
・上記レジストリの利活用のルール作り
・他研究機関の疾患レジストリとの連携

②共同研究の推進

・社会医学の推進
・臨床研究の疾患横断的な推進（生物統計部門の共有化）
・バイオバンク・疾患レジストリを活用した研究
・高額機器を備えた共同研究施設（NGS、オミクス解析、イメージング、PK・PD）の整備
（バイオインフォマティシャンの共同雇用も含めて）

・AMED等の研究への共同提案
・企業との共同研究の推進、的参画
・研究の効率化（試薬･機器の共同購入、感染防御対策についての共通マニュアル策定、
オンラインジャーナル購読の共同化）

③広報

・JHのロゴ､ウェブページの作成
・研究成果の発信、SNSの活用
・メディアセミナー、市民公開講座
・政策提言機能の強化

④知財･法務

・知財取得・管理の強化
・共同研究契約締結支援などの強化
・臨床研究の法的側面からの支援・アドバイス
・企業との連携ラボの促進

⑤人材育成

・バイオインフォマティシャン・生物統計家の育成
・若手医師の学位取得支援（連携大学院）、研究継続支援
・公衆衛生･疫学･政策提言などのコースの設置
・大学･企業とのクロスアポイントメントの活性化

JHが今後具体的に取り組むべき事業
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取り組む事業に
対応する担当課

各担当課における第1期目（今後3年間）の目標

①データ基盤課
・電子カルテ直結型データベースフォーマット（J-DREAMS形式）の全疾患･全NCへの普及
・疾患レジストリライブラリの構築

②共同研究課

・共同研究matchingの促進･初期研究費用の手当
・AMEDへの研究提案
・一部機器･試薬などの共同購入制度の構築
・バイオインフォマティシャン･生物統計家の共同雇用に向けて人材育成部門との連携

③広報課
・JHのロゴ､ウェブページの作成
・6NC共同シンポジウム､市民公開講座の開催

④知財･法務課
・知財管理の強化へ向けての取り組み
・共同研究契約などの情報共有、実施支援

⑤人材育成課

・疾患横断的な共同研究等の推進を担う人材育成
・データサイエンティスト（バイオインフォマティシャン・生物統計家等）の育成支援
・公衆衛生･疫学･政策提言などの社会医学系人材育成支援
・若手医師の学位・専門資格取得支援（連携大学院等）、研究継続支援

第1期目（今後3年間）の目標と、今後必要となる各NCの現状把握

今後必要となる各NCの現状把握

①各NC研究所の規模･人員・
研究費の状況

⑤各NCにおける臨床研究・企業との共同
研究の現状

⑨各NCにおけるバイオインフォマティシャン､
生物統計家の雇用実態､育成コースの実態

②各NC研究所が所有している
先端技術・機器

⑥各NCのウエッブページ､研究成果発出法､
市民向け啓発活動の実態

⑩各NCにおける若手医師の学位取得支援の
実態

③各NC研究所で導入を希望
する先端技術・機器

⑦各NCにおける政策提言プロセス
⑪各NCにおける公衆衛生･疫学･政策提言など

のコースの実態

④試薬･機器の購入方法
⑧各NCにおける知財管理の実情、知財の
獲得状況､導出状況 10



JHの6NC理事長による進捗管理体制

6NC理事長会議

報告 承認・議論の反映

JH

主な事案 進捗管理体制

中長期の活動方針 ・全体および各課の方針を6NC理事長会議で報告し、承認を得る。

重要課題
・新たに立ち上げるprojectついては、6NC理事長会議の開催を待たず、
都度メールなどで内容を報告し、予算も含めて承認を得る。

課題の進捗状況
・各課題については､進捗状況と予算の執行状況も含めて6NC理事長会議で
報告し、承認を得る。

定期的な進捗状況
・部課長会議議事録を6NC理事長および理事長が指名する者に送付する。
・6NC理事長および理事長が指名する者がTeamsのアクセスできるようにする。
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